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既に詩というもっとも自由な術を手に入れているのに、何故今になってわざわざ短歌という定型にはまりたがるのだろ

うか平居さんは。そのような疑念を持ちながら平居謙歌集『星屑東京抄』を読んでいく。言葉の揺れ具合、トゲの方向性、

ノリなどはいつもの平居詩と変わらない。しかし何故だろう、定型にはめ込んでいるはずなのに、詩より自由度が増してい

るような気がする。五七五七七をほとんど感じさせないまま言葉がだくだくと流れていく。 

 平居さんの詩は、丸裸の脳の詩である。何処ともしれない街中や怪しげな場所を、身体をすっかり脱ぎ捨てて脳だけ

で探検し、そこで得たものを眼球と脳の中でぐるぐると掻き回してからおもむろに頭頂より丸裸の言葉にして噴出させ、

中空に現実とは別の、独特の異世界を作り出して見せるというのが平居謙のやり口である。言葉が丸裸であるが故に人

によっては拒絶反応を起こしかねないその世界は、試しに少しだけと身を沈めているうちいつの間にか足を取られ抜け

出せなくなっている。詩であろうが短歌であろうが、また散文や俳句などと言った別の手法であっても、噴出する源が平

居謙である限りその世界が変わることはなく、なるほどこの歌集においてもそれは全くの平居謙である。それだけならま

だしも、あろうことかその平居謙具合が短歌になると増しているように見えるのである。いつにも増して、平居謙。 

 膨大な量の短歌を読みながら、なぜそんなことになっているのかを考える。動ける領域が狭いが故に、返ってフラスト

レーションが嵩んで狂い方が膨らんでいるのだろうか。詩は無限の外界に向かって広がろうとするものだけれど、短歌と

いう定型を着ると、どうしても内側に向かって広がることになる。内へと向かうと、狭いが故に無理やり身体を伸ばそうとし

て言葉が変形して異形化する。その妙さの面白みも定型の魅力なのかもしれないが、その作用は確かにここにもあり、

その仕組みは平居のやり口に意外にも合っているということかもしれない。 

 詩だと取り留めがなくなってしまうような言葉が、短歌だとがっちりと定着する、という効果がある。形を決めると逆に自

由になるというような説明は凡庸であるが、平居謙はそのことを利用すると言うより、見事に着こなしているように見える。

平居謙流の、ファッションとしての短歌、ファッションとしての定型である。無論中身はいつだって平居謙である。これみ

よがしに次々にスタイルを変えてランウェイをニヤニヤしながら歩く平居謙が目に見えるようだ。次のステージでなにを

着て平居謙は姿を現すのか、期待して待ちたいと思う。 


